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地域活性化の取組について
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地域のアグリゲーターとして
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• 鹿児島市生まれ 慶応義塾大学商学部卒
• サントリー株式会社６年
• 鹿児島にて実家のスーパー・飲食店を３年
• ファクタリングの会社に３年
• 群馬・⾧野・岐阜・福島・新潟・広島等にてスキー場の再生 １２年

– 群馬ノルン水上スキー場 取締役支配人
– ⾧和町振興公社 経営企画室⾧

• 2018年～佐渡観光交流機構（重点支援DMO）専務理事 ３年
• 現在

– 2021年～行政と民間のブリッジ役として佐渡市起業交流推進アドバイザー→佐渡市総合戦略アドバイザー（現在）
– 2022年～市の職員として今治市あきない商社戦略アドバイザー（内閣府地方創生人材支援制度）
→2023年6月今治市地場産センターを会社分割し、㈱今治あきない商社設立、顧問、ふるさと納税2023年10億→2024年3月17億
→今治市観光アドバイザー（現在）

– 2020年～民間組織としてサンフロンティア佐渡 シニアアドバイザー（2021年アウトドアセンターSOB設立、高付加価値化事業を民間として実施）
– 2022年 2023年 民間コンソーシアムとして観光庁 DXの推進による観光・地域経済活性化実証事業
– 2023年 姫路コンベンションビューロー マーケティングディレクター マスタープラン作成→2024年マーケティング担当（観光庁DMO形成事業）
– 2024年 三重県大台町商工会 DMO立ち上げ 観光庁認定DMO法人 顧問
– 2025年 4月～ 地域創造力アドバイザー
– 観光庁広域周遊観光促進事業専門家他
– 国内旅行業管理者
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現在やっていること

地域創生

その地域独自のことをどれだけできるか
誰の幸せのためにやるのか
観光はなんのためにやるのか
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佐渡の現在（シェアタクシー）
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世界遺産地区での自動運転バス

• 佐渡市では地域住民との打ち合わせを実施
• 自動運転の地域への受け入れを重視
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2021年

もともとは、、、、スマートアイランド計画
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「持続可能な観光」の取組

2021年先進事例
13
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お客様の移動手段は、バス、タクシーだけではない
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2023年6月今治市地場産センターを会社分割
し、㈱今治あきない商社設立、顧問、ふるさと
納税2023年10億→2024年3月17億
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姫路城二重価格問題
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合意形成のために
• DMO企画委員会（合意形成の場）
年に5回 開催 マスタープランの見直しやPDCAの進捗管理

• 社内事業のPDCA管理
• テーマごとのワーキングを開催
–MICE 2回
–宿泊 2回
–飲食 2回
–イベント 2回

• ガイド団体を集めてゴール設定
–10月から10回集まる
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事業名 目的 PLAN（計画） DO（実行） CHECK（評価） ACTION（改善・対策）

1
教育旅行SDGｓプログラムランドオペ
レーションセンター運営

B
姫路市SDGs体験型キャリア教育プログラム等を利用した教育旅行拡大
を目指し、運営体制構築～商品開発～販売～催行を担務するランドオ
ペレーターを企画した。

・商品化にむけた調整（市内事業者との意見交換等）
・姫路市SDGs体験型キャリア教育プログラム、加西市鶉野飛行場、貸
切バス助成策の３施策を教育旅行会社１７箇所に周知・営業。

・鶉野飛行場とタイアップしたFAMトリップは申込なし。
・姫路宿泊の修学旅行は2024年度25校3353人（コロナ前に復帰せず）
・物価上昇のあおりを受け高付加価値商品の採用に至らず。

【運用改善と将来を見極めた判断材料の収集】
・取り組み体制の構築が遅れたことと、PR不足が否めないため当面継続。
・ただし、教育旅行市場の規模や変化に伴い、事業の改廃も聖域なく検討
する。

2
インバウンド富裕層向けコンテンツラン
ドオペレーションセンター運営

B
・インバウンドを中心とした富裕層を取り扱う旅行会社に対し、既存商品
や高単価・高品質の新しいプログラム開発～オペレーション～プロモー
ションの実施を行うランドオペレーターを企画した。

既存商品を中心に以下の３点を実施
・インバウンドエージェントに対するセールス
・FAMトリップ
・サムライ体験(インバウンド富裕層向けモデルコース)お客様斡旋

・収益的には難しいが、姫路城のように文化的価値のある観光素材を持つ地
域での域内調整役の必要性を感じた。
・サウジからの顧客対応を通じてのモデル商品多様化の必要性を感じた。

【高付加価値商品の開発に向けた取組】
・本当の富裕層に寄り添うコンシェルジュとの関係を構築
・さらにいくつかのモデル商品の開発

3 姫路市教育旅行貸切バス助成金 C
姫路市への教育旅行に係るバス代の一部を助成する補助事業。
最大バス87台、15校程度を想定。

・教育旅行専門旅行部門に対する周知活動(17箇所)
・教育旅行4大旅行会社(J/K/N/T)のイントラネットに掲載

・2024年度は姫路での宿泊修学旅行実施25校のうち４校が当制度利用。
・物価上昇の影響か、当事業を評価する声の高まりを感じる。

【運用改善と将来を見極めた判断材料の収集】
・支払先（学校か旅行会社か）の再評価と検討。
・少子化影響等で今後数年の宿泊校数が増えなければ当施策の存続判
断が必要と考える。

4
首都圏など大都市圏メディアプロモー
ション業務（★）

B

・首都圏メディアに強い代理店を選定し、メディアが姫路のイベントやス
ポットを発信するよう働きかける。
・同時に首都圏メディアとの直接の関係構築も視野に入れる。

・季節感含めタイムリーなコンテンツの選定と配信（代理店との協業）
・「おいしい姫路たび」との連動
・直接メデイアキャラバン
　　　9/11　㈱テレビマンユニオン、㈱文藝春秋「CREA」を訪問

・広告換算額…３０７，７７０，４６７円（主な掲載媒体は以下の通り）
　（雑誌）CREA　（TV)王様のブランチ　・めざましどようび・遠くへ行きたい
・ぼうぜ鯖解禁日イベントの開催でSNSでも多数発信
・掲載に必要な「ストーリー」と継続的なメディアとの関係構築の必要性を痛感

【1年目に感じた改善点の反映】
・家島諸島をクローズアップするなどコンテンツとプロモーションをストー
リー化し、、メディアからのオファーに対応できるように準備する。
・プロモーション時期が偏らないよう工夫が必要。
・FC担当と連携し、継続的なメディアとの関係構築を図る。

5
デジタル広告プロモーション
（ひめのみち・「Visit Himeji」等含む）

G
HP・インスタ等SNSを国内・海外ともに展開。セッション数やページビュー
数等データ収集に留意。

・各SNSの役割を明確化
　（HPはイベント情報と特集ページ・インスタは旬を意識した情報）

①セッション実績　1,010SS　②ページビュー　1.6～1.7（11月末現在）
・ページビュー数と海外サイトセッションをもう少し伸ばしたかった。

【１SSあたりのPV増の取組を強化する。】
・食・古民家・大阪関西万博等を軸に旬な情報を展開予定
・英語での発信量を増加させる。（頻度の増加）

6 おもてなしクーポンキャンペーン事業 B 電子クーポン発行事業。参加店舗約200社。目標量回数1200回以上/月
・食の発信を強化したデジタルプロモーションとの連携
・外国語表記のPOP強化

・単月利用回数は微増（1238回/年）
・4年目による事業の安定化とマンネリ化が共存してきた感あり。

【外国観光客向けへのモデルチェンジ】
・外国人向けデザインの変更
・プラチナマップの新機能を利用し、観光客の利便性を向上させる。

7
現地ツアー「もっと姫路たび」＋体験プ
ラン「ちょっと姫路たび」事業

A
今年は姫路市外からの観光客をターゲティング
観光客市内滞在時間と消費拡大のため体験型コンテンツを造成・販
売。

・もっと姫路たび8プログラム、26回実施予定。参加者200人弱。
・ちょっと姫路たび18コンテンツ　実績把握は困難（実施者直販のため）

【もっと姫路たびについて】
・参加人数の拡大が図れなかった。
・市外参加者シェア74%と前年より上昇。　初参加者比率95%　再訪問希望比率
79%などのデータも取れてきた。
【ちょっと姫路たびについて】
・直接契約のため、利用実態がつかめない状態。

【もっと姫路たび：消費拡大からコンテンツ育成へ】
・リピーター層の構築　・実施時期の見直し　・SNSとの連携
【ちょっと姫路たび】
・利用実数の確認作業

8
宿泊に繋げる「食」のプロモーション
（おいしい姫路たび）

A

・ビジネス宿泊利用の消費単価向上
・ホテルと飲食事業者の連携
・ビジネスユーザーのインフルエンサー機能期待

・OTAと連携し、当該宿泊商品の予約者に対し地域飲食店で使える
クーポンを発行。
・今年度はぼうぜ鯖をピックアップ。解禁日も設定しキャンペーンのキャ
ラクター化を図った。

・宿泊プラン販売人泊数：2036人泊（11月末現在）
・クーポン利用率　23.6%（同上）
・不正使用事故対策と使いやすさのバランス調整が難。
・姫路産品を訴求する飲食店とのつながりが構築されつつある。

【事業目標の優先順位を再整理】
・まずは事業の規模を大きくすることが優先と考え、クーポン取得経路を簡
略化していく方向で継続。

9
SNSを活用した＃（ハッシュタグ）キャ
ンペーン

B ・おいしい姫路旅と連動したSNS上での食をテーマにした発信強化。
・投稿数22件（12月末まで）に対し
　閲覧者　延べ68万人　平均エンゲージ率　10.9%

・食に対する関心の高さを確認（エンゲージ率が高い）
【運用改善】
・姫路広域の発信　・会員事業者の投稿強化　・投稿職員の強化

10
訪日団体旅行誘致助成事業（インバウ
ンド）

C ・インバウンド団体客を姫路に誘致するための補助事業。
・３４ツアー７３６人分に助成。 ・執行率は上昇しているものの、インパクトは効果的か再検討する時期ではな

いかと感じた。
【運用改善】
・旅行会社のニーズに応じた形への変更を模索する。

11 広域連携事業によるプロモーション B
・姫路に関する現地のイメージやニーズを直接把握するため、訪日客が
多い韓国、タイ、北米の３地域に対し商談会に参画する。

・広域連携（兵庫県・神戸等と）で参加することにより、現地から見た他
都市との違いなど多面的な意見を聞くことができた。

・地域ごとの意見や感想より感じた地域ごとの対応は必要と感じた。
・最近伸びているアメリカ市場に対しては先行する兵庫県やJINTOとの連携が
必須と感じた。

【アメリカからの誘客強化】
・最重点市場に格上げし、市場調査やJINTO等との連携を深め働きかけを
強化する。

12
インバウンドプロモーション（B to B /
B toC）

B
・最重点市場であるフランス・台湾についてはREP設置とデジタルプロモ
をリンクさせた活動を展開する。

【フランス】
・TOP RESA出展　・REP設置　・JINTOサイトとの連携　等
【台湾】
・セールスコール　・REP設置　・ラーチーゴー！日本への記事配信　等

・REP制度が機能し始めていると感じた。
・広域連携による相乗効果（主に瀬戸内）も重要性を感じた。
・【フランス】提供する情報のさらなる細やかさが必要
・【台湾】直接プロモーションが可能な感触も得られた

【フランス】
・REP・国内他地域・他DMOとの連携強化
【台湾】
・地域事業者との接点・参画機会の拡大

13
関西・大阪万博を見据えた高付加価値
化推進施設への誘客プロモーション・
インフルエンサー等招聘事業

B ・関西万博を見据えた海外富裕層への姫路のPRを実施する。
・富裕層向け提案資料の精査
・旅行会社招聘
・広告投入・インフルエンサーとの連携

・旅行会社向けFAMトリップを実施
・広告投入メディアへのルート構築

【運用の改善】
・初年度のためツールや関係構築等に専念。
・委託事業者との振り返りを経て、改善点等を確認していく。

14
SNSを活用した情報発信・広告プロ
モーション （中国）

B
・膨大な人口を有するが見通しの難しい中国市場についてはSNSで繋
がっておく。

・国内での商談会参加
・Weiboを活用した情報発信

・ファイアーウオールの存在でアクセスの特殊性が存在 ・不透明感が多いので一時取組を凍結しておく。

15 インバウンド分析と誘客事業 G

・データ収集により、ターゲット国の裏付けを図る。
・インバウンドと姫路のリレーションポイントを探る。
・姫路に来る予備軍である関西来訪観光客の現状を探る。

・VEGAの支援で姫路城来訪者の興味や感想など定性調査を実施。
・ANA総研より訪日観光客の関西までの足取りを入手。姫路来訪可能
者の母数を探る。

・姫路城に来るインバウンドのペルソナ像を形成しつつある。
・現場で感じていたアメリカからの観光客の増加を航空データによりその母数
規模を確認できた。

【アメリカからの誘客強化】
・最重点市場に格上げし、市場調査やJINTO等との連携を深め働きかけを
強化する。

16 観光産業育成支援事業 E
姫路の観光資源の魅力向上への取組みと観光客受入れのための設備
更新の支援を行う。

・「観光産業活性化重点支援事業」「快適観光施設改修事業」「観光客
誘客・広報宣伝事業」のリリース

・４２件の事業に支援。
・特に「観光産業活性化重点支援事業」では観光事業者との中長期的取組へ
の伴走が可能になる環境が得られた。

【運用の改善】
・施設改修支援事業については運用の変更を検討していく。

17 ユニバーサルツーリズムの推進（★） F
姫路市観光の多様性の面を育てるために、障がい者と支援団体と一体
になってツアーの受け入れを検討。

・ユニバーサルツーリズムセンター事業
・市内環境整備
・情報収集・広報・連携

・支援のための環境整備（車いす・支援団体補助）
・ツアー受入れ（障がい者約５０名）
・取組周知

【運用の改善】
・土日対応
・姫路ユニバーサルツーリズムセンターへのノウハウ移管

18 観光ガイドブック・ノベルティ等作成 F
長年活用されている観光ガイドブックや姫路ツーリストガイド＆マップに
ついて点検する。

・金額　・配布状況　・広告　をに関する情報を一元で整理した。
・制作費　1260万円　・作成部数28万冊　・広告協賛約500万円
・活用も積極的にされており、費用も広告協賛のおかげで負担軽減につながっ
ている。

【運用の改善】
・在庫数の適正管理　・品質の維持

19
映画及び番組撮影サポート事業
（地域映画ロケ含む）

C ロケに伴う長期滞在需要を姫路で得るための補助事業。 ・「姫路フィルムコミッション映画・テレビ等撮影支援事業補助金」を造成 ・申請は大型案件の1件。支援策の浸透に時間が必要と思われる。
【運用の改善】
・ロケ誘致のみならず、当事業のPRも継続する。

20
姫路城ライトアップイベント事業
（鏡花水月）

B

・観光客の夜間滞在の促進
・海外観光客を意識したＯＴＡサイトでのチケット購入の開始
・事業収支の改善

・4年目となる鏡花水月をCBにて実施。
・KKDAYSでのチケットWEB販売の展開
・入場料の値上げとオリジナルご城印の企画。
・CBのSNSでの発信強化

・総来場者28,640人（前年比67.4%）
・WEBチケット購入者比率21.7%
・入場料値上げにより総収入は前年比113%

【冬の観光風物詩へさらなる育成】
・新たなコンテンツの掘り起こし
・来場者調査に基づくプロモーション展開へ
・飲食・宿泊等他事業者との連携強化

主観的な話し合いではなく、データを明示して、
理念や目的を毎回毎回明らかにして進めていく



This information was prepared by Service Marketing ltd. solely for the use of our client, and it is not to be relied on by any third party without prior written consent of Service Marketing ltd..

理念や方針決めに1年 マスタープラン作成
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41

合意形成するためには使えるデータはなんでも使う
ノリを作る

頑張ろうという味方を作り続ける
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• 姫路城の電子チケット化（4月～）に合わせて、別々に売られているセット券をまとめて
販売する。
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現状のDMOや中間組織の課題とは?

•発足から数年経過して、結果を求められている
→結果（KGI・KPI）に対してどうこたえるか?
•DMOはマーケティングをする組織といわれてきて、データ分析を意
思決定に必要な材料として戦略や経営に反映することが出来てい
ない
•結果をみて満足するのではなく、結果を想定して目標を作り、それ
をしっかり伝える

そもそもそういった人材がいない、、、、、
採用するにしても求める人物像がわからない
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